
※ここで紹介する御影はすべて当館所蔵品（佐々木コレクション）です



善光寺本尊御影
ぜんこうじ ほんぞん みえい





ひだりてとういん

左手刀印

※善光寺仏の左手は下に垂らした
ものが多く、本図のように腹前
で仰向けるものは珍しい形です。

右手施無畏印
みぎて せむい いん



けぶつ

化仏

梵篋印
ぼんきょういん



水瓶
すいびょう

梵篋印
ぼんきょういん



蓮華の蕊の

部分を重ね

た特殊な形

です

れんげ しべ

ぶぶん かさ

とくしゅ かたち



三尊で一つの大

きな光背を背負

うのが特徴です

（一光三尊）

さんぞん ひと おお

こうはい せお

とくちょう

いっこうさんぞん



れんげ

つるがのびて７

つの蓮華がひら

き、その上に小

さな仏が座って

います

れんげ

うえ ちい

ほとけ すわ



阿弥陀三尊をお

まつりする男女

の姿で、インド

の月蓋長者夫妻

だとされます

あみだ さんぞん

だんじょ

すがた

がっかいちょうじゃふさい




